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問題のタイトル一覧 

指数関数・対数関数 

２０１５ センター試験 数ⅡＢ 

２０１６ センター試験 数ⅡＢ 

２０１７ センター試験 数ⅡＢ 

２０１８ センター試験 数ⅡＢ 

２０１９ センター試験 数ⅡＢ 

２０２０ センター試験 数ⅡＢ 

２０２１ 共通テスト  数ⅡＢ 

２０２２ 共通テスト  数ⅡＢ 
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３２ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１５ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕 a，b  を正の実数とする。連立方程式 

       （＊）














byx

ayx

3

3

 

    を満たす正の実数 x， y  について考えよう。 

   （１）連立方程式（＊）を満たす正の実数 x， y  は 

        x＝ a  b ・   ， y ＝ ba p
   となる。ただし， 

       p ＝     である。 

   （２）b ＝ 3 42 a  とする。a  が a＞０ の範囲を動くとき，連立方程式（＊）を満たす 

     正の実数 x， y  について， x＋ y  の最小値を求めよう。 

      b ＝ 3 42 a  であるから，（＊）を満たす正の実数 x ， y  は，a  を用いて 

        x＝ 2   a ・   ， y ＝ 2  a    と表される。 

     したがって，相加平均と相乗平均の関係を利用すると， 

     x＋ y  は a＝ q2  のとき最小値  ２  をとることがわかる。ただし 

       q＝     である。 

解説（１） 2

3

yx ＝ a  ……… ①， yx 3

1

＝b  ……… ② とおくと， 

     ① の両辺を２乗して，
32 yx ＝

2a  ……… ①’ 

     ② の両辺を３乗して，
3yx ＝

3b  ………… ②’ 

     ①’÷②’ より， x＝
32 ba  

     ② に代入して， y ＝ 3

1


xb ＝ 3

1

32 )(


bab ＝ 23

2

ba


 

  （２）b ＝
3 42 a ＝ 3

4

2a  のとき， 

     x＝
32 ba ＝ )2( 432  aa ＝

232  a ， y ＝ 23

2

ba


＝ )2( 3

8

23

2

aa


＝
222 a  より， 

     x＋ y ＝
2

2
4

8

1
a

a
 ≧

2

2
4

8

1
2 a

a
 ＝ 2  

    （等号は，
28

1

a
＝

24a  より，
4a ＝

52
 つまり，a＝ 4

5

2


 のとき） 

                                      問題５３２→ 

 

 

 

 

 －２   

  ３   

 －５   

  ４   

２ －３ ２ 

－３ －２ ２ ２ 



- 3 - 

第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３３ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１６ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔１〕 

   （１） 6

5

8 ＝ ４   ２  ，
9

1
log27 ＝     である。 

   （２） y ＝ x2  のグラフと y ＝

x










2

1
 のグラフは   ２   である。 

      y ＝ x2  のグラフと y ＝ x2log  のグラフは   ３   である。 

      y ＝ x2log  のグラフと y ＝ x
2

1log  のグラフは   １   である。 

      y ＝ x2log  のグラフと y ＝
x

1
log2  のグラフは   １   である。 

        カ   ～   ケ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つずつ選べ。 

     ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。 

     ⓪ 同一のもの         ① x 軸に関して対称 

     ② y 軸に関して対称       ③ 直線 y ＝ x  に関して対称 

   （３） x＞０ の範囲における関数 y ＝ 3log4
4

log 4

2

2 







x

x
 の最小値を求めよう。 

      t＝ x2log  とおく。このとき， y ＝
2t －   ６   t＋   ７   である。また， 

     また， x  が x＞０ の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は   ３   である。 

       シ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つずつ選べ。 

     ⓪ t＞０            ① t＞１ 

     ② t＞０ かつ t≠１       ③ 実数全体 

      したがって， y  は t＝   ３   のとき，すなわち x ＝   ８   のとき， 

     最小値  －２  をとる。 

解説（１） 6

5

8 ＝ 6

5

3)2( ＝ 2

5

2 ＝ 24 ， 
9

1
log27 ＝

27log

9

1
log

3

3

＝
3

2
  

  （２） y ＝ x2  のグラフと y ＝

x










2

1
＝

x2  のグラフは，     ② y 軸に関して対称 

     y ＝ x2  のグラフと y ＝ x2log  のグラフは，       ③ 直線 y ＝ x  に関して対称 

     y ＝ x2log  のグラフと y ＝ x
2

1log ＝ x2log  のグラフは，① x 軸に関して対称 

     y ＝ x2log  のグラフと y ＝
x

1
log2 ＝ x2log  のグラフは，① x 軸に関して対称 

 

 

 

 －２   

  ３   
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

解説（３） x＞０ のとき， 

     y ＝ 3log4
4

log 4

2

2 







x

x
＝ 3

2

log
4)2(log 22

2 
x

x ＝ 7log6)(log 2

2

2  xx  より， 

     t＝ x2log  とおくと， y ＝ 762  tt ＝ 2)3( 2 t  である。 

     また， x  が x＞０ の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は，③ 実数全体 

     したがって， y  は t＝３ のとき，すなわち， x ＝８ のとき， 

     最小値 －２ をとる。 

                                 問題５３３→ 
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３４ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１７ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕座標平面上に点Ａ(０，
2

3
) をとり，関数 y ＝ x2log  のグラフ上に２点Ｂ( p ， p2log )， 

    Ｃ( q， q2log ) をとる。線分ＡＢを１：２に内分する点がＣであるとき， p ， q  の値を 

    求めよう。 

     真数の条件により， p ＞  ０   ，q＞  ０   である。ただし，対数 balog  に対し， 

    a  を底といい，b  を真数という。 

     線分ＡＢを１：２に内分する点の座標は， p  を用いて 

           ≧ p ，    p2log ＋  １   

    と表される。これがＣの座標と一致するので 

             p ＝ q             ……………………………… ④ 

             p2log ＋  １  ＝ q2log    ……………………………… ⑤ 

    が成り立つ。⑤ は 

        p ＝    q             ……………………………… ⑥ 

    と変形できる。④ と⑥ を連立させた方程式を解いて， p ＞  ０   ， q＞  ０   に 

    注意すると 

       p ＝ ６   ６  ，  q＝ ２   ６   である。 

     また，Ｃの y 座標 2log （  ２   ６  ）の値を，小数第２位を四捨五入して 

    小数第１位まで求めると， ６  である。 ヘ  に当てはまるものを，次の ⓪～  の 

    うちから一つ選べ。ただし， 2log10 ＝0.3010， 3log10 ＝0.4771， 7log10 ＝0.8451 とする。 

    ⓪ 0.3    ① 0.6    ② 0.9    ③ 1.3    ④ 1.6    ⑤ 1.9 

    ⑥ 2.3    ⑦ 2.6    ⑧ 2.9    ⑨ 3.3     3.6     3.9 

解説〔２〕点Ａ(０，
2

3
) と，関数 y ＝ x2log  のグラフ上の 

     ２点Ｂ( p ， p2log )，Ｃ( q， q2log ) について， 

     p ＞０，q＞０ であり，線分ＡＢを１：２に内分 

     する点の座標( x， y ) は， x＝
21

102



 p
＝

3

p
， 

     y ＝
21

log1
2

3
2 2



 p

＝ 1log
3

1
2 p  

 
 

  １   

 ３   

  １   

 ３   

３   １   

 ８   

  １   

 ３   

  １   

 ３   
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

解説   これがＣの座標と一致するので， 

     
3

p
＝q  ……………… ④， 1log

3

1
2 p ＝ q2log  ……………… ⑤ 

     ⑤ より， p2log ＝ 3log3 2 q  であるから， p ＝
3

8

1
q  

     また，④ より， p ＝ q3  であるから， 

     
3

8

1
q ＝ q3  とおくと， qq 243  ＝ )24( 2 qq ＝０ であり，q＞０ より，q＝ 62  

     よって， p ＝ 66  である。また， 

     )62(log2
＝ 6log

2

1
1 2 ＝ )3log1(

2

1
1 2 ＝

2log

3log

2

1

2

3

10

10  

          ＝
3010.0

4771.0

2

1
5.1  ＝

6020.0

4771.0
5.1  ≒2.3   より，⑥ 2.3 

                                  問題５３４→ 
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３５ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１８ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕 c  を正の実数として，不等式 

       
x

x 3log
≧

3










c

x
       ……………………………………… ② 

    を考える。 

     ３を底とする② の両辺の対数をとり， t＝ x3log  とおくと 

        t  －   ３   t＋   ３   c3log ≧０  ……………………… ③ 

    となる、ただし，対数 balog  に対し， a  を底といい，b  を真数という。 

     c＝ 3 9  のとき，② を満たす x  の値の範囲を求めよう。③ により 

       t≦  １   ， t≧ ２   

    である。さらに，真数の条件を考えて 

         ０  ＜ x≦ ３   ， x ≧  ９    となる。 

     次に，② が x＞  ０   の範囲でつねに成り立つような c  の値の範囲を求めよう。 

     x  が x＞  ０   の範囲で動くとき， t  のとり得る値の範囲は   ２   である。 

      ニ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つ選べ。 

     ⓪ 正の実数全体        ① 負の実数全体 

     ② 実数全体            ③ １以外の実数全体 

    この範囲の t  に対して，③ がつねに成り立つための必要十分条件は，  

    c3log ≧     である。すなわち， c≧    ２７  である。 

解説〔２〕
x

x 3log
≧

3










c

x
       ……………………………………… ② 

     ② の両辺の３を底とする対数をとると， 

     
2

3 )(log x ≧ )log(log3 33 cx   より， t＝ x3log  とおくと 

     ctt 3

2 log33  ≧０          ……………………… ③ 

     c＝ 3 9  のとき， c3log ＝
3

2
 より，不等式は， 

     232  tt ≧０  )2)(1(  tt ≧０ より， t≦１， t≧２ 

     よって，０＜ x≦３， x≧９ 

     また， x  が x＞０ の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は，② 実数全体 

     よって，すべての実数 t  に対して，③ が成り立つためには， 

     ctt 3

2 log33  ＝０ の判別式 

     Ｄ＝ c3log129 ≦０ より， 

     c3log ≧
4

3
 すなわち， c≧ 4 27                問題５３５→ 

 
 

２ 

４   ３   

 ４   
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３６ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１９ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕連立方程式 

       )3(log2)2(log 42  yx ＝－１  ……………………………………… ② 

       6
3

1
11

3

1
1


















xy

＝０      ……………………………………… ③ 

    を満たす実数 x， y  を求めよう。 

     真数の条件により， x， y  のとり得る値の範囲は   ２   である。  ２   に当てはまる 

    ものを，次の ⓪～⑤ のうちから一つ選べ。ただし，対数 balog  に対し， a  を底といい， 

    b  を真数という。 

    ⓪ x＞０， y ＞０    ① x＞２， y ＞３    ② x ＞－２， y ＞－３ 

    ③ x＜０， y ＜０    ④ x＜２， y ＜３    ⑤ x ＜－２， y ＜－３ 

     底の変換公式により 

        )3(log4 y ＝       

    である。よって，② から 

       y ＝  ２   x＋  １          ………………………………… ④ 

    が得られる。 

     次に， t＝

x










3

1
 とおき，④ を用いて ③ を t  の方程式に書き直すと 

       
2t －  １１  t＋  １８  ＝０      ………………………………… ⑤ 

    が得られる。また， x  が   タ   における x  の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は 

         ０   ＜ t＜   ９           ………………………………… ⑥ 

    である。⑥ の範囲で方程式⑤ を解くと， t＝   ２   になる。したがって，連立方程式 

    ②，③ を満たす実数 x， y  の値は 

       x＝ 3log       ， y ＝ 3log  

    であることがわかる。 

解説〔２〕真数の条件により，② x＞－２， y ＞－３ である。 

     底の変換公式により， )3(log4 y ＝
2

)3(log2 y
 であるから，② は， 

     )3(log)2(log 22  yx ＝－１ 

     1)2(log2 x ＝ )3(log2 y  

     よって， y ＋３＝ )2(2 x  より， y ＝ 12 x     ………………………… ④ 

     これを ③ に代入すると， 
 
 

)3(log2 y

  ２   

  １   

 ２   

  ３   

 ４   
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

解説   6
3

1
11

3

1
112


















 xx

＝０  6
3

1

3

11

3

1

3

1
2




















xx

＝０ より， 

     18
3

1
11

3

1
2


















xx

＝０ であり， t＝

x










3

1
 とおくと， 

     18112  tt ＝０             ………………………………… ⑤ 

     また， x  が， x＞－２ の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は 

     ０＜ t＜９                ………………………………… ⑥ 

     である。⑤ は )9)(2(  tt ＝０ より，⑥ の条件から， t＝２ になる。 

     よって，

x










3

1
＝２ の両辺の底が３の対数をとって， x ＝ 2log3 ＝

2

1
log3  

     y ＝ 12 x ＝ 1
2

1
log2 3  ＝

4

3
log3               問題５３６→ 
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第５章 指数関数・対数関数                           タイトル一覧 

 

問題５３７ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （２０ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕 

   （１） t  は正の実数であり， 3

1

3

1


 tt ＝－３ を満たすとする。このとき 

       3

2

3

2


 tt ＝  １１  

     である。さらに， 

       3

1

3

1


 tt ＝  １３  ， 
1 tt ＝  －３６  

     である。 

   （２） x， y  は正の実数とする。連立不等式 

        )(log3 yx ≦５    ……………………………………… ② 

        381log
x

y
≦１      ……………………………………… ③ 

     について考える。 

      Ｘ＝ x3log ，Ｙ＝ y3log  とおくと，② は 

         ２   Ｘ＋Ｙ≦  １０     ………………………………… ④ 

     と変形でき，③ は 

         ３   Ｘ－Ｙ≧  －４     ………………………………… ⑤ 

     と変形できる。 

      Ｘ，Ｙ が ④ と ⑤ を満たすとき，Ｙのとり得る最大の整数の値は 

       ７   である。また， x ， y  が ②，③ と y3log ＝   ７   を同時に満たすとき， 

     x  のとり得る最大の整数の値は  ５   である。 

解説（１） 3

1

3

1


 tt ＝－３のとき， 3

2

3

2


 tt ＝ 3

1

3

1


 tt    ＋２＝１１ である。さらに， 

     3

1

3

1


 tt   ＝ 3

1

3

1


 tt    ＋４＝１３ より， 3

1

3

1


 tt ＝ 13  

     
1 tt ＝ 3

1

3

1


 tt    ＋３ 3

1

3

1


 tt  ＝－２７－９＝－３６ 

     
1 tt ＝ 3

1

3

1


 tt   3

2

3

2

1


 tt  ＝－３×１２＝－３６ としてもよい。 

  （２）Ｘ＝ x3log ，Ｙ＝ y3log  とおくと，  

     ② は， YX
2

1
 ≦５ より， YX 2 ≦１０   …………………………… ④ 

     ③ は， )3(
4

1
XY  ≦１ より， YX 3 ≧－４  ………………………… ⑤ 

     ここで，連立方程式 YX 2 ＝１０ ……… ⑥， YX 3 ＝－４ ……… ⑦ を解くと 

     ⑥＋⑦ より， X5 ＝６ よって，Ｘ＝
5

6
 

 
 

２ 

２ ２ 

３ 
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解説   ⑥ に代入して，Ｙ＝ X210 ＝
5

38
 

     よって，Ｘ，Ｙ が ④ と ⑤ を満たすとき， 

   Ｙのとり得る最大の整数の値は，Ｙ＝７ であり， 

     このとき，④ より，Ｘ≦
2

3
， ⑤ より，Ｘ≧１ 

     よって，１≦ x3log ≦
2

3
 であるから， 

     ３≦ x≦ 33  より，最大の整数 x は， x＝５ 

                       問題５３７→ 
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問題５３８ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２１ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕二つの関数 )(xf ＝
2

22 xx 
， )(xg ＝

2

22 xx 
 について考える。 

   （１） )0(f ＝   １   ， )0(g ＝   ０   である。また， )(xf  は相加平均と相乗平均の 

     関係から， x＝   ０   で最小値   １   をとる。 

     )(xg ＝－２ となる x  の値は 
2log (   ５   －   ２   ) である。 

   （２）次の ①～④ は， x  にどのような値を代入してもつねに成り立つ。 

      )( xf  ＝   ０              …………………………… ① 

      )( xg  ＝   ３              …………………………… ② 

      
22 })({})({ xgxf  ＝   １         …………………………… ③ 

      )2( xg ＝   ２   )(xf )(xg       …………………………… ④ 

        ト   ，  ナ   の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

       ⓪ )(xf     ① － )(xf    ② )(xg     ③ － )(xg  

 

   （３）花子さんと太郎さんは， )(xf  と )(xg  の性質について話している。 

      花子：①～④ は三角関数の性質に似ているね。 

      太郎：三角関数の加法定理に類似した式（Ａ）～（Ｄ）を考えてみたけど，つ 

         ねに成り立つ式はあるだろうか。 

      花子：成り立たない式を見つけるために，式（Ａ）～（Ｄ）のβに何か具体的 

         な値を代入して調べてみたらどうかな。 

 

 

         )(  f ＝ )(f )(g ＋ )(g )(f  ……………………………（Ａ） 

         )(  f ＝ )(f )(f ＋ )(g )(g  ……………………………（Ｂ） 

         )(  g ＝ )(f )(f ＋ )(g )(g  ……………………………（Ｃ） 

         )(  g ＝ )(f )(g － )(g )(f  ……………………………（Ｄ） 

 

     （１）（２）で示されたことのいくつかを利用すると，式（Ａ）～（Ｄ）のうち， 

       １   以外の三つは成り立たないことがわかる。  １   は左辺と右辺をそれぞれ 

     計算することによって成り立つことが確かめられる。 

       ネ   の解答群 

       ⓪ （Ａ）    ① （Ｂ）    ② （Ｃ）    ③ （Ｄ） 

 
 

太郎さんが考えた式 
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解説〔２〕二つの関数 )(xf ＝
2

22 xx 
， )(xg ＝

2

22 xx 
 について， 

   （１） )0(f ＝１， )0(g ＝０ である。また， 

      )(xf ＝
2

22 xx 
≧

xx  222
2

1
＝１ であり，等号が成り立つのは， 

      x2 ＝
x2  より， x2 ＝１ つまり， x ＝０ のとき。 

      よって， )(xf  は x＝０ で。最小値１ をとる。 

      )(xg ＝
2

22 xx 
＝－２ のとき， x2 ＝ t（ t＞０）とおくと，

t
t

1
 ＝－４ より， 

      142  tt ＝０  よって， t＝ x2 ＝ 52   より， x ＝ )25(log 2   

   （２）次の関係式は， x  にどのような値を代入してもつねに成り立つ。 

      )( xf  ＝ )(xf                    …………………………… ① 

      )( xg  ＝－ )(xg                   …………………………… ② 

      
22 })({})({ xgxf  ＝

4

222 22 xx 
－

4

222 22 xx 
＝１   ………………… ③ 

      )2( xg ＝
2

22 22 xx 
＝２

2

22 xx 
･

2

22 xx 
＝２ )(xf )(xg    …………… ④ 

   （３）（１）（２）で示されたことのいくつかを利用すると，式（Ａ）～（Ｄ）のうち， 

      （Ａ）は，α＝β＝０ を代入すると，左辺＝１，右辺＝０ となり成立しない。 

      （Ｃ）は，α＝β＝０ を代入すると，左辺＝０，右辺＝１ となり成立しない。 

      （Ｄ）は，α＝β＝ x  を代入すると，左辺＝ )2( xg ，右辺＝０ となり成立しない。 

      よって， ① （Ｂ）以外の三つは成り立たない。 

                                    問題５３８→ 
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問題５３９ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２２ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

解答〔２〕 a，b  は正の実数であり，a≠１，b ≠１ を満たすとする。太郎さんは 

     loga b  と logb a  の大小関係を調べることにした。 

   （１）太郎さんは次のような考察をした。 

      まず， 3log 9＝   ２   ， 9log 3＝     である。この場合 

       3log 9＞ 9log 3   

     が成り立つ。 

      一方，
1

4

log   ８   ＝
3

2
 ， log  

1

4
 ＝

2

3
  である。この場合 

       
1

4

log   ８   ＜ log  
1

4
  

     が成り立つ。 

   （２）ここで， 

       loga b＝ t        …………………………… ① 

     とおく。 

      （１）の考察をもとにして，太郎さんは次の式が成り立つと推測し，それが正しい 

     ことを確かめることにした。 

       logb a＝
1

t
       …………………………… ② 

      ① により，  １   である。このことにより  １  が得られ，② が成り立つ 

     ことが確かめられる。 

        ソ   の解答群 

       ⓪ 
ba ＝ t        ① 

ta ＝b        ② 
ab ＝ t  

       ③ 
tb ＝ a        ④ 

at ＝b        ⑤ 
bt ＝ a  

 

        タ   の解答群 

       ⓪ a＝

1

bt        ① a＝

1

tb        ② b ＝

1

at  

       ③ b ＝

1

ta        ④ t＝
1

ab        ⑤ t＝
1

ba  

   （３）次に，太郎さんは（２）の考察をもとにして 

       t＞
1

t
        ……………………………………… ③ 

     を満たす実数 t（ t≠０）の値の範囲を求めた。 

 

 

 

 

  １ 

 ２   

８ 

８ 
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       t＞０ ならば，③ の両辺に t  を掛けることにより，
2t ＞１ を得る。 

      このような t（ t＞０）の値の範囲は１＜ t  である。 

       t＜０ ならば，③ の両辺に t  を掛けることにより，
2t ＜１ を得る。 

      このような t（ t＜０）の値の範囲は－１＜ t＜０ である。 

 

      この考察により，③ を満たす t（ t≠０）の値の範囲は 

       －１＜ t＜０，１＜ t  

     であることがわかる。 

      ここで， a  の値を一つ定めたとき，不等式 

       loga b＞ logb a        ………………………………… ④ 

     を満たす実数b （b ＞０，b ≠１）の値の範囲について考える。 

       ④ を満たすb  の値の範囲は，a＞１ のときは   ３   であり， 

     ０＜ a＜１ のときは   ０   である。 

        チ   の解答群 

       ⓪ ０＜b ＜
1

a
，１＜b ＜ a       ① ０＜b ＜

1

a
，a＜b  

       ② 
1

a
＜b ＜１，１＜b ＜a       ③ 

1

a
＜b ＜１，a＜b  

 

        ツ   の解答群 

       ⓪ ０＜b ＜ a，１＜b ＜
1

a
      ① ０＜b ＜ a，

1

a
＜b  

       ② a＜b ＜１，１＜b ＜
1

a
      ③ a＜b ＜１，

1

a
＜b  

   （４） p ＝
12

13
，q＝

12

11
， r ＝

14

13
 とする。 

      次の ⓪～③ のうち，正しいものは   ２   である。 

        テ   の解答群 

       ⓪ log p q＞ logq p  かつ log p r＞ log r p  

       ① log p q＞ logq p  かつ log p r＜ log r p  

       ② log p q＜ logq p  かつ log p r＞ log r p  

       ③ log p q＜ logq p  かつ log p r＜ log r p  
 

 

 

 

太郎さんの考察 
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解説（１） 3log 9＝２， 9log 3＝
1

2
 より， 3log 9＞ 9log 3  

     一方，

3

21

4



 
 
 

＝

3

24 ＝ 32 ＝８ であるから， 

     
1

4

log 8＝
3

2
 ， 8

1
log

4
＝

2

3
  より，

1

4

log 8＜ 8

1
log

4
 

  （２） loga b＝ t   ………………… ① のとき， 

     ① 
ta ＝b  である。このことから，① a＝

1

tb  が得られ， 

     logb a＝
1

t
  ………………… ② が導かれる。 

  （３） t＞
1

t
  ………………… ③ が成り立つのは，－１＜ t＜０， t＞１ のときである。 

     －１＜ loga b＜０， loga b＞１ とおくと， 

     
1

loga
a
＜ loga b＜ log 1a ， loga b＞ loga a  より， 

    ・ a＞１ のとき，  ③ 
1

a
＜b ＜１，a＜b  

    ・０＜ a＜１ のとき，⓪ ０＜b ＜ a，１＜b ＜
1

a
 

  （４） p ＝
12

13
， q＝

12

11
 のとき， 

     ０＜ p ＜１ であり，
12

11
＞

12

13
，

12

11
＞

13

12
 より，q＞ p ， q＞

1

p
 であるから， 

     ０＜q＜ p ，１＜q＜
1

p
 のどちらも満たさない。よって， log p q＜ logq p  ……… ④ 

     p ＝
12

13
， r ＝

14

13
 のとき， 

     ０＜ p ＜１ であり，
14

13
＞

12

13
，

14

13
＜

13

12
 より， r ＞ p ， r ＜

1

p
 であるから， 

     １＜ r ＜
1

p
 を満たしている。よって， log p r＞ log r p  ……… ⑤ 

     よって，④，⑤ より，正しいものは  ② log p q＜ logq p  かつ log p r＞ log r p  

                                    問題５３９→ 
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問題５３２ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１５ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕 a，b  を正の実数とする。連立方程式 

       （＊）














byx

ayx

3

3

 

    を満たす正の実数 x， y  について考えよう。 

   （１）連立方程式（＊）を満たす正の実数 x， y  は 

        x＝ a  b ・   ， y ＝ ba p
   となる。ただし， 

       p ＝     である。 

   （２）b ＝ 3 42 a  とする。a  が a＞０ の範囲を動くとき，連立方程式（＊）を満たす 

     正の実数 x， y  について， x＋ y  の最小値を求めよう。 

      b ＝ 3 42 a  であるから，（＊）を満たす正の実数 x ， y  は，a  を用いて 

        x＝ 2   a ・   ， y ＝ 2  a    と表される。 

     したがって，相加平均と相乗平均の関係を利用すると， 

     x＋ y  は a＝ q2  のとき最小値  ヌ  をとることがわかる。ただし 

       q＝     である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チツ   

  テ   

 ネノ   

  ハ   

ス セソ タ 

セソ トナ ニ タ 
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問題５３３ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１６ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔１〕 

   （１） 6

5

8 ＝ ア   イ  ，
9

1
log27 ＝     である。 

   （２） y ＝ x2  のグラフと y ＝

x










2

1
 のグラフは   カ   である。 

      y ＝ x2  のグラフと y ＝ x2log  のグラフは   キ   である。 

      y ＝ x2log  のグラフと y ＝ x
2

1log  のグラフは   ク   である。 

      y ＝ x2log  のグラフと y ＝
x

1
log2  のグラフは   ケ   である。 

        カ   ～   ケ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つずつ選べ。 

     ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。 

     ⓪ 同一のもの         ① x 軸に関して対称 

     ② y 軸に関して対称       ③ 直線 y ＝ x  に関して対称 

   （３） x＞０ の範囲における関数 y ＝ 3log4
4

log 4

2

2 







x

x
 の最小値を求めよう。 

      t＝ x2log  とおく。このとき， y ＝
2t －   コ   t＋   サ   である。また， 

     また， x  が x＞０ の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は   シ   である。 

       シ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つずつ選べ。 

     ⓪ t＞０            ① t＞１ 

     ② t＞０ かつ t≠１       ③ 実数全体 

      したがって， y  は t＝   ス   のとき，すなわち x ＝   セ   のとき， 

     最小値  ソタ  をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ウエ   

  オ   
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問題５３４ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１７ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕座標平面上に点Ａ(０，
2

3
) をとり，関数 y ＝ x2log  のグラフ上に２点Ｂ( p ， p2log )， 

    Ｃ( q， q2log ) をとる。線分ＡＢを１：２に内分する点がＣであるとき， p ， q  の値を 

    求めよう。 

     真数の条件により， p ＞  タ   ，q＞  タ   である。ただし，対数 balog  に対し， 

    a  を底といい，b  を真数という。 

     線分ＡＢを１：２に内分する点の座標は， p  を用いて 

           ≧ p ，    p2log ＋  ナ   

    と表される。これがＣの座標と一致するので 

             p ＝ q             ……………………………… ④ 

             p2log ＋  ナ  ＝ q2log    ……………………………… ⑤ 

    が成り立つ。⑤ は 

        p ＝    q             ……………………………… ⑥ 

    と変形できる。④ と⑥ を連立させた方程式を解いて， p ＞  タ   ， q＞  タ   に 

    注意すると 

       p ＝ ノ   ハ  ，  q＝ ヒ   フ   である。 

     また，Ｃの y 座標 2log （  ヒ   フ  ）の値を，小数第２位を四捨五入して 

    小数第１位まで求めると， ヘ  である。 ヘ  に当てはまるものを，次の ⓪～  の 

    うちから一つ選べ。ただし， 2log10 ＝0.3010， 3log10 ＝0.4771， 7log10 ＝0.8451 とする。 

    ⓪ 0.3    ① 0.6    ② 0.9    ③ 1.3    ④ 1.6    ⑤ 1.9 

    ⑥ 2.3    ⑦ 2.6    ⑧ 2.9    ⑨ 3.3     3.6     3.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  チ   

 ツ   

  テ   

 ト   

ネ   ニ   

 ヌ   

  チ   

 ツ   

  テ   

 ト   
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問題５３５ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１８ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕 c  を正の実数として，不等式 

       
x

x 3log
≧

3










c

x
       ……………………………………… ② 

    を考える。 

     ３を底とする② の両辺の対数をとり， t＝ x3log  とおくと 

        t  －   タ   t＋   タ   c3log ≧０  ……………………… ③ 

    となる、ただし，対数 balog  に対し， a  を底といい，b  を真数という。 

     c＝ 3 9  のとき，② を満たす x  の値の範囲を求めよう。③ により 

       t≦  チ   ， t≧ ツ   

    である。さらに，真数の条件を考えて 

         テ  ＜ x≦ ト   ， x ≧  ナ    となる。 

     次に，② が x＞  テ   の範囲でつねに成り立つような c  の値の範囲を求めよう。 

     x  が x＞  テ   の範囲で動くとき， t  のとり得る値の範囲は   ニ   である。 

      ニ   に当てはまるものを，次の ⓪～③ のうちから一つ選べ。 

     ⓪ 正の実数全体        ① 負の実数全体 

     ② 実数全体            ③ １以外の実数全体 

    この範囲の t  に対して，③ がつねに成り立つための必要十分条件は，  

    c3log ≧     である。すなわち， c≧    ハヒ  である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソ 

ノ   ヌ   

 ネ   
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問題５３６ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （１９ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕連立方程式 

       )3(log2)2(log 42  yx ＝－１  ……………………………………… ② 

       6
3

1
11

3

1
1


















xy

＝０      ……………………………………… ③ 

    を満たす実数 x， y  を求めよう。 

     真数の条件により， x， y  のとり得る値の範囲は   タ   である。  タ   に当てはまる 

    ものを，次の ⓪～⑤ のうちから一つ選べ。ただし，対数 balog  に対し， a  を底といい， 

    b  を真数という。 

    ⓪ x＞０， y ＞０    ① x＞２， y ＞３    ② x ＞－２， y ＞－３ 

    ③ x＜０， y ＜０    ④ x＜２， y ＜３    ⑤ x ＜－２， y ＜－３ 

     底の変換公式により 

        )3(log4 y ＝       

    である。よって，② から 

       y ＝  ツ   x＋  テ          ………………………………… ④ 

    が得られる。 

     次に， t＝

x










3

1
 とおき，④ を用いて ③ を t  の方程式に書き直すと 

       
2t －  トナ  t＋  ニヌ  ＝０      ………………………………… ⑤ 

    が得られる。また， x  が   タ   における x  の範囲を動くとき， t  のとり得る値の範囲は 

         ネ   ＜ t＜   ノ           ………………………………… ⑥ 

    である。⑥ の範囲で方程式⑤ を解くと， t＝   ハ   になる。したがって，連立方程式 

    ②，③ を満たす実数 x， y  の値は 

       x＝ 3log       ， y ＝ 3log  

    であることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

)3(log2 y

  チ   

  ヒ   

 フ   

  ヘ   

 ホ   
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問題５３７ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）     （２０ センター試験 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕 

   （１） t  は正の実数であり， 3

1

3

1


 tt ＝－３ を満たすとする。このとき 

       3

2

3

2


 tt ＝  タチ  

     である。さらに， 

       3

1

3

1


 tt ＝  ツテ  ， 
1 tt ＝  トナニ  

     である。 

   （２） x， y  は正の実数とする。連立不等式 

        )(log3 yx ≦５    ……………………………………… ② 

        381log
x

y
≦１      ……………………………………… ③ 

     について考える。 

      Ｘ＝ x3log ，Ｙ＝ y3log  とおくと，② は 

         ヌ   Ｘ＋Ｙ≦  ネノ     ………………………………… ④ 

     と変形でき，③ は 

         ハ   Ｘ－Ｙ≧  ヒフ     ………………………………… ⑤ 

     と変形できる。 

      Ｘ，Ｙ が ④ と ⑤ を満たすとき，Ｙのとり得る最大の整数の値は 

       ヘ   である。また， x ， y  が ②，③ と y3log ＝   ヘ   を同時に満たすとき， 

     x  のとり得る最大の整数の値は  ホ   である。 
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問題５３８ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２１ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕二つの関数 )(xf ＝
2

22 xx 
， )(xg ＝

2

22 xx 
 について考える。 

   （１） )0(f ＝   セ   ， )0(g ＝   ソ   である。また， )(xf  は相加平均と相乗平均の 

     関係から， x＝   タ   で最小値   チ   をとる。 

     )(xg ＝－２ となる x  の値は 
2log (   ツ   －   テ   ) である。 

   （２）次の ①～④ は， x  にどのような値を代入してもつねに成り立つ。 

      )( xf  ＝   ト              …………………………… ① 

      )( xg  ＝   ナ              …………………………… ② 

      
22 })({})({ xgxf  ＝   ニ         …………………………… ③ 

      )2( xg ＝   ヌ   )(xf )(xg       …………………………… ④ 

        ト   ，  ナ   の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。） 

       ⓪ )(xf     ① － )(xf    ② )(xg     ③ － )(xg  

 

   （３）花子さんと太郎さんは， )(xf  と )(xg  の性質について話している。 

      花子：①～④ は三角関数の性質に似ているね。 

      太郎：三角関数の加法定理に類似した式（Ａ）～（Ｄ）を考えてみたけど，つ 

         ねに成り立つ式はあるだろうか。 

      花子：成り立たない式を見つけるために，式（Ａ）～（Ｄ）のβに何か具体的 

         な値を代入して調べてみたらどうかな。 

 

 

         )(  f ＝ )(f )(g ＋ )(g )(f  ……………………………（Ａ） 

         )(  f ＝ )(f )(f ＋ )(g )(g  ……………………………（Ｂ） 

         )(  g ＝ )(f )(f ＋ )(g )(g  ……………………………（Ｃ） 

         )(  g ＝ )(f )(g － )(g )(f  ……………………………（Ｄ） 

 

     （１）（２）で示されたことのいくつかを利用すると，式（Ａ）～（Ｄ）のうち， 

       ネ   以外の三つは成り立たないことがわかる。  ネ   は左辺と右辺をそれぞれ 

     計算することによって成り立つことが確かめられる。 

       ネ   の解答群 

       ⓪ （Ａ）    ① （Ｂ）    ② （Ｃ）    ③ （Ｄ） 

 

 

太郎さんが考えた式 
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問題５３９ 第１問（必答問題）の一部（配点 １５）      （２２ 共通テスト 数ⅡＢ） 
 
 

問題〔２〕 a，b  は正の実数であり，a≠１，b ≠１ を満たすとする。太郎さんは 

     loga b  と logb a  の大小関係を調べることにした。 

   （１）太郎さんは次のような考察をした。 

      まず， 3log 9＝   ス   ， 9log 3＝     である。この場合 

       3log 9＞ 9log 3   

     が成り立つ。 

      一方，
1

4

log   セ   ＝
3

2
 ， log  

1

4
 ＝

2

3
  である。この場合 

       
1

4

log   セ   ＜ log  
1

4
  

     が成り立つ。 

   （２）ここで， 

       loga b＝ t        …………………………… ① 

     とおく。 

      （１）の考察をもとにして，太郎さんは次の式が成り立つと推測し，それが正しい 

     ことを確かめることにした。 

       logb a＝
1

t
       …………………………… ② 

      ① により，  ソ   である。このことにより  タ  が得られ，② が成り立つ 

     ことが確かめられる。 

        ソ   の解答群 

       ⓪ 
ba ＝ t        ① 

ta ＝b        ② 
ab ＝ t  

       ③ 
tb ＝ a        ④ 

at ＝b        ⑤ 
bt ＝ a  

 

        タ   の解答群 

       ⓪ a＝

1

bt        ① a＝

1

tb        ② b ＝

1

at  

       ③ b ＝

1

ta        ④ t＝
1

ab        ⑤ t＝
1

ba  

   （３）次に，太郎さんは（２）の考察をもとにして 

       t＞
1

t
        ……………………………………… ③ 

     を満たす実数 t（ t≠０）の値の範囲を求めた。 

 

 

 

 

  １ 

 ス   

セ 

セ 
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       t＞０ ならば，③ の両辺に t  を掛けることにより，
2t ＞１ を得る。 

      このような t（ t＞０）の値の範囲は１＜ t  である。 

       t＜０ ならば，③ の両辺に t  を掛けることにより，
2t ＜１ を得る。 

      このような t（ t＜０）の値の範囲は－１＜ t＜０ である。 

 

      この考察により，③ を満たす t（ t≠０）の値の範囲は 

       －１＜ t＜０，１＜ t  

     であることがわかる。 

      ここで， a  の値を一つ定めたとき，不等式 

       loga b＞ logb a        ………………………………… ④ 

     を満たす実数b （b ＞０，b ≠１）の値の範囲について考える。 

       ④ を満たすb  の値の範囲は，a＞１ のときは   チ   であり， 

     ０＜ a＜１ のときは   ツ   である。 

        チ   の解答群 

       ⓪ ０＜b ＜
1

a
，１＜b ＜ a       ① ０＜b ＜

1

a
，a＜b  

       ② 
1

a
＜b ＜１，１＜b ＜a       ③ 

1

a
＜b ＜１，a＜b  

 

        ツ   の解答群 

       ⓪ ０＜b ＜ a，１＜b ＜
1

a
      ① ０＜b ＜ a，

1

a
＜b  

       ② a＜b ＜１，１＜b ＜
1

a
      ③ a＜b ＜１，

1

a
＜b  

   （４） p ＝
12

13
，q＝

12

11
， r ＝

14

13
 とする。 

      次の ⓪～③ のうち，正しいものは   テ   である。 

        テ   の解答群 

       ⓪ log p q＞ logq p  かつ log p r＞ log r p  

       ① log p q＞ logq p  かつ log p r＜ log r p  

       ② log p q＜ logq p  かつ log p r＞ log r p  

       ③ log p q＜ logq p  かつ log p r＜ log r p  
 

 

 

 

太郎さんの考察 


